
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：東広島高田道路（主要地方道吉田

豊栄線）道路改良工事（その３）
�２ 発 注 者：広島県西部建設事務所
�３ 工事場所：広島県安芸高田市吉田町常友
�４ 工 期：平成２７年１２月２２日～

平成２９年７月２８日
東広島高田道路は、山陽自動車道と中国縦貫自
動車道を結び、広域的な地域集積圏の交流を支援
し、さらに、県中央部と広島空港を結ぶフライト
軸としての役割を担う重要な路線として整備が進
められている。
江の川橋（仮称）は、このうちの安芸高田市を
流れる江の川の上に架かる、橋長１７４．５mの鋼４
径間連続合成２主鈑桁橋で、桁高は２．７m、腹板
には少補剛設計を適用させた合理化桁である。
架設方法は、河川、県道を跨ぐ現場条件により、

A１橋台側からの送出し架設を採用した。A１橋
台背面の地組立ヤードは、背後の切土法面により
制約を受け、送出しは４回に分割し実施した。ま
た、送出し後は、各支点上に設けた吊り下げ設備
により、所定の位置まで一括降下させた。

２．現場における問題点及び工夫・改
善点と適用結果

本橋は、県道３１４号と江の川を跨ぐため、主桁
の架設は、送出し工法が採用されている。送出し
架設にあたり、脚上設備を設置するため、河川敷
内での作業が必要となり、架設期間は非出水期の
平成２８年１０月２１日～平成２９年３月３１日の期間に制
限されていた。その中で、河川内ヤードの造成、
撤去に約１ヶ月要し、さらに、例年３月中旬に予
定されている、架設地点の上流に位置するダムの
フラッシュ放水により、水位上昇が懸念され送出
し架設を短期間で実施する取り組みが最重要課題
であった。
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２―１．主桁線形の影響
本橋は、道路線形がA＝７００のクロソイド曲線
区間となっており、主桁は支点部において角折れ
する構造となっている。そのため、直線的に送出
しを行うと定期的な横移動の作業が強いられ、調
整作業に時間要することが考えられた。そのため、
送出しラインは基本的に横移動の調整が不要な曲
線（R＝２６４０m）で設定した。これにより、送出
し途中において、支点上で若干のずれは生じるも
のの完了時に正規の位置となり、送出し作業の単
純化が図れた。実作業にあたっては、数m毎の
ステップにおいて管理ポイントにおけるズレを算
出し、管理することにより工程を左右する過度な
横移動の調整を回避することが出来た。
２―２．主桁・手延べ機横断高低差の影響
本橋は、平面線形の影響により横断勾配が変化
することから、２主桁の横断方向の高低差も格点
により変化する構造であった。
また、手延べ機は横支材の関係で先端を軸方向
に揃える必要があったが、支点部で斜角を有して
いるため、張出長の差による手延べ機の支点到達
時のたわみ差が生じた。そのため、その仰角につ
いては２主桁間でそれぞれ異なる値を付加し、横
断方向の高さ差が生じる構造となった。
一方、各支点の送出し高さは、作業の効率化の
ため、基本的に一定としている。その影響により
送出し時の反力、断面力が片側に偏ることが考え
られたが、上記影響を考慮した送出しステップ解
析を１ｍ間隔で確認、照査を行うと共に、実施工
においては、各支点の反力をパソコン上で一元管

理し、作業を推進した。
結果として、大きな高さ調整等の必要は生じず、
余裕を持って作業を完了することが出来た。
２―３．狭隘な支点上の送出し・降下設備
送出し及び送出し後の降下設備は、各橋脚・橋
台上に設置するものであるが、橋台、橋脚とも非
常に狭隘であり、当初計画では、その側面に設備
を支持するブラケットを設け構成するものであっ
た。本構造では、既設橋脚へのブラケットの設置、
撤去作業が煩雑となり、仮設備規模も大きくなる
傾向にあった。そこで、実施計画・施工にあたっ
ては、降下設備を桁間に設置する計画とし、設備
のコンパクト化を図った。桁間に設置する場合、
送出し時に支障となるため、降下設備は始めに下
段のみを設置し、送出し完了後に上段を組立てる
構造とした。それによる送出し後の上段の組立作
業期間を短縮するため、上段部は送出し桁地組立
に並行して設備の地組立も実施し、送出し完了後
一括搭載し、組立を行った。それにより、送出し
完了から降下設備設置までの期間を短縮すること
が出来た。

図―３ 降下設備設置状況

３．おわりに

本工事では、限られたヤードにおいて、短期間
での施工が求められ、近年稀に見る降雪もあり作
業中断も余儀なくされることもあった中、現場状
況、主桁の構造特性を十分把握し計画・施工を行
うことにより工期を前倒し完了することが出来た。
最後に、施工にあたりご指導、ご協力頂きまし
た工事関係者の皆様に深く感謝の意を表します。

図―２ 送出し状況
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